
 

 

 

 

 

■短文記述問題（140 字以内・各 15 点） 
 

【1】 

美術館が主催するギャラリー・トークと講演会の目的を、

「双方向性」と「多数」の 2 語を用いて説明して下さい。 

 

前者は来館者の作品鑑賞を深めるため、美術館スタッフ
が展示室で行う作品解説などを指す。少人数を対象とし、
意見交流などの双方向性をもたせやすい。後者は多数の
聴衆を対象にした講演で、展覧会などに関わる知識や鑑
賞を深めることを目的に、特定のテーマに沿った内容に
ついて研究者や学芸員が話す。（140 字） 

 

【2】 

琳派とヨーロッパ美術との接点について、日本と西洋の

作家名を挙げて説明して下さい。 

 

琳派は、桃山文化末期の本阿弥光悦、俵屋宗達を祖とし、
江戸期の尾形光琳や酒井抱一らに私淑によって受け継
がれた。装飾性とデザイン性に富んだ表現方法を特徴と
する。ウィーン分離派のグスタフ・クリムトの代表作『接
吻』には、金箔の用い方や装飾性、デザイン性など琳派
の特徴との共通点が見られる。（140 字） 
 

 

■長文記述問題（500 字以内・各 35 点） 
  問題の資料および図版等は、紙面の都合上割愛させていただきました 

 

【3】 

あなたは、アートナビゲーターとして、Ａ市の公立美術

館が開催するイタリア・ルネサンスの展覧会について、

同市の広報誌に紹介記事を書くことになりました。まず

<資料Ａ>の内容を反映したテーマを決め、タイトルを 

解答欄に記入して下さい。そのうえで、<資料Ｂ>から複

数のキーワードを用い、<資料Ｃ>から選んだ作品 2～4

点と関連づけながら、実作品を展覧会に見に行きたくな

るような紹介記事を、500 字以内で書いて下さい。 
 

≪解答例≫ 

 

タイトル：より人間らしく 

 

西洋美術に長く影響を与えるイタリア・ルネサンス。 
その流れを俯瞰できる絵画展の数ある見どころから、
「人間らしさの追求」に絞って展示作品を紹介したい。 

１５世紀のフィレンツェでは、キリスト教の制約下に 
あった芸術表現から人間性を解放する機運が高まる。 
例えば、人の視覚を再現しようと遠近法を用いた《聖三
位一体》、身近な植物を再現した《ヴィーナスの誕生》
のように、現実の世界や自然に美を見出したのである。    
その後、ヴェネツィアでは油彩技法の発展に伴い、より
豊かな色彩や描写で人間的な美しさも表すようになっ
た。それを象徴するのがティツィアーノの《ウルビーノ
のヴィーナス》だろう。女神像でありながら人間的な表
情と、生き生きとした女性美が表現されている。さらに
画家が求める理想の美を表したような官能性も感じる。 

 
 
この作品は１９世紀にマネが描いた《オランピア》の原
型とされる。しかし、マネはルネサンス期の写実描写と
は異なり、人間の生き様や社会の現実にある美を描こう
とした。 

ルネサンスの「人間らしさの追究」精神は、後の芸術
家たちによって、批判的に受け継がれているようだ。こ
のような視点で絵をみると、さらに興味深くなると思う。 
（499 字） 

 

【4】 

あなたは、小学校 6 年生を対象とした美術鑑賞のワーク

ショップで講師を務めます。ワークショップでは、以下

の作品、川瀬巴水「塩原おかね路」の奥行きの表し方に

ついて、子どもたちに説明することになりました。この

ワークショップの前に、子どもたちには東洋の掛軸と屏

風、<資料Ｂ>の作品を含む西洋の絵画それぞれ何点かを

見せて、おのおのの見え方の違いについて、話し合いを

してもらいました。そこで話し合った子どもたちの意見

を<資料Ａ>として掲示しています。<資料Ａ>と<資料Ｂ

><資料Ｃ>を適切に用い、下図「塩原おかね路」の奥行

きの表し方について、子どもたちにわかりやすい説明文

を、500 字以内で構成して下さい。 
 

≪解答例≫ 

 

巴水の作品では、道が手前から上へ延び、遠くの山を 
仰ぐようで、坂道を人が下ってきているところは、高い
ところから見下ろしているようです。平らな画面なのに、
なぜこのような景色の広がりを感じられるのでしょう。 

中国では、縦長の画面では上の方に見上げるような遠
くの景色を、下の方に近くのものを広がるように描く独
自の方法で、風景の奥行きなど立体的な広がりを表しま
した。日本の絵もこの方法に影響を受けたのです。一方、
西洋では、ものが小さくなって見えなくなる点を仮に 
決め、そこから近くのものまで放射状に線があると想像 
して、ものの見え方が釣り合うよう、空間の立体感を 
表しました。①の絵では、道の奥の１点から手前に向か
って、道や並木の列が規則的に、次第に大きくなるよう
描かれています。この表し方を線遠近法といいます。 
①より前は、②の絵のように、大画面に遠くのものを 
小さく、近くのものや大切なものを大きく描き、見る人
の視線を大きく動かすことで空間の広がりを表したの
です。 

明治生まれの巴水は、東洋の表し方を土台に、道の手
前は大きく、柵をだんだん細く間隔をせまく描くという 
西洋の遠近法を組み合わせ、奥行きを表したようです。 
（497 字） 

 
※≪解答例≫は合格者の解答に一部加筆修正したものです。解答の一例として 

ご参照下さい。    

 

 

 

 

 

                   

                             (裏面に続く） 

2016 年美術検定・1 級記述式問題  ■模範解答■  （100 点満点・合計 70 点以上で合格） 

 

 

 

 

 



 

 

■■採点のポイント■■ 

 

 

■短文記述問題 (【1】～【2】共通 ) 

美術に関する基礎知識について正確に理解し、適切

な記述がなされているかどうか、を以下の三段階で

評価。 

・正確な記述がされており妥当 

・一部適切でない記述があり妥当性に欠ける 

・誤った記述が多く、努力を要する 

 

【1】 

普及事業についての基礎知識を確認する設問。「双方

向性」「多数」の 2 語の使用が指定されていること  

から、ギャラリー・トークと講演会、それぞれの  

特性を対比的に取り上げることを求めている。一方

だけについて述べた答案、普及事業について包括的

に述べた答案がみられた。出題意図を適切に把握 

することが求められる。 

 

【2】 

琳派とヨーロッパ美術の接点については、ウイーン

分離派グスタフ・クリムトの金箔の多用が典型例と

して挙げられる。アール・ヌーヴォーの工芸に、そ

の影響を見る論もある。印象派、ポスト印象派に  

影響を与えたのは浮世絵版画で、琳派と直接的な  

接点はないが錯誤した答案が多くあった。なお「箔」

に誤字が多くみられた。 

   

 

■長文記述問題 

各設問それぞれ以下の３つのポイントについて、 

各資料を元に自分なりの解釈で、伝える相手に適切

な論を展開しており、妥当であるかどうかを評価。 

 

【3】 

(1)コミュニケーション 

  美術に詳しくない読者が十分に理解できる紹介

文になっており、展覧会を見に行こうとする気 

持ちまで高める内容になっている 

   

(2)資料読解・活用 

   タイトルは資料 A の内容を十分に反映しており、

紹介記事では複数のキーワードと作品が適切に

関連づけて活用されている 

 

(3)論理的構成力 

  イタリアルネサンスの精神、絵画技法、主題、  

後世への影響などについて十分に理解し、それら

が論理的に校正されたまとまりとして展覧会を

紹介している 

 

 

 

 

 

 

【4】 

(1)コミュニケーション 

  小学校６年生が理解できる平易な言葉を用いな 

  がら、「奥行き」を視点に作品が鑑賞できるよう 

に説明している 

 

(2)資料読解・活用 

3 つの資料から適切に情報を取り出し、これらを 

「塩原おかね路」の奥行き表現と関連づけながら 

説明している 

  

(3)論理的構成力 

 「塩原おかね路」の奥行きの表し方について、 

  遠近表現の文化的相違や画面の形などの要素を、 

作品の表現や部分などと具体的に結びつけなが 

ら、論理的に説明文を構成している 


